
平成２９年度 八代高等学校シラバス 

教 科 国 語 科 目 古典Ｂ 学 年 ３ 類 型 文理共通 

単位数 ３ 教科書 精選古典Ｂ（三省堂） 

副教材 
新国語便覧（第一学習社）体系古典文法（数研出版）必携漢文（桐原書店） 

古文単語３１５（桐原書店） 

 

学習目標 
古典としての古文と漢文を読む能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を広く

し、古典についての理解や関心を深めることによって人生を豊かにする態度を育てる。 

 

学期 学習内容 
学習の到達目標 

（完全に理解すべき事項） 

到達度自己評価 

A  B  C 

１ 

学 

期 

古文 

□『枕草子』 

「二月、つごもりごろに」 

□『蜻蛉日記』 

「うつろひたる菊」 

漢文 

□『三国志』「三往、乃見」 

・随筆を読んで、作者の思想や感情を読み取る。 

・文章の内容を構成や展開に即して的確に捉える。 

・日記的家集を読んで、作者の思想や感情を読み取る。 

・文章の内容を構成や展開に即して的確に捉える。 

・和歌にこめられた作者の思いを読み取る。 

・訓読によって話のあらすじを把握できるようにする。 

・登場人物の心情がどのように表現されているかを理解する 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

２ 

学 

期 

古文 

□『大鏡』「最後の除目」 

□『俊頼髄脳』 

「沓冠折句の歌」 

漢文 

□『史記・荊軻』 

「図窮而匕首見」 

□総合問題演習 

・歴史物語を読んで、登場人物の行動や心情を読み味わう。 

・和歌の修辞を理解し、内容を的確に捉える。 

・敬語や助詞・助動詞の知識を確認し、解釈にいかす 

 

 

・『史記』の文学性と作者司馬遷についての概要を知る。 

・歴史の中の人間について考える。 

・疑問・反語などの句形の読みと意味とについて理解

し、それに即して口語訳をする。 

・作品の内容・文章表現を理解し、自己の思考と表現

力を高める。 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

 

 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

 

□ □ □ 

３ 

学 

期 

□総合問題演習 ・否定・限定・使役・疑問・反語・感嘆・仮定・願望

などの句形の読みと意味とについて理解し、それに

即して口語訳をする。 

 

□ □ □ 

 

 

学習方法 

音読を基本として、繰り返し読み慣れる。その上で本文をノートに書写もしくは貼付し、

重要事項（語彙・文法等）を記入する。それらを総合して、現代語訳する。授業のまとめ

として脚問と学習の手引きに取り組む。 

評価方法 
提出物や小テストによる評価２割、考査による評価８割で総合的に評価し、最終的に１０

０点法の評点とともに５段階で評価を行う。 

 


